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一
、
は
じ
め
に

　　

宇
治
加
賀
掾
の
浄
瑠
璃
の
特
色
の
一
つ
に
、
積
極
的
な
謡
曲
の
摂
取
が
あ

る
こ
と
は
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。「
加
賀
掾
の
謡
曲

趣
味
」
と
い
っ
た
言
葉
が
加
賀
掾
研
究
に
お
い
て
よ
く
使
わ
れ
る
。
近
年
、

田
草
川
み
ず
き
氏
の
詳
細
な
検
討
に
基
づ
く
研
究
に
よ
り
、
加
賀
掾
が
利
用

し
た
謡
曲
本
文
が
何
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
、
依
拠
し
た
謡
曲
本
文
に
如
何
に

忠
実
に
摂
取
し
て
い
た
か
が
明
ら
か
に
な
っ
た注
注

。「
謡
を
親
」
と
す
る
加
賀

掾
ら
し
い
そ
の
謡
曲
摂
取
の
態
度
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
「
加
賀

掾
の
謡
曲
趣
味
」
を
如
実
に
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。

　

一
方
で
、
浄
瑠
璃
に
謡
曲
本
文
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
場
合
で
も
、

僅
か
な
が
ら
浄
瑠
璃
独
自
の
本
文
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
加
賀
掾
の
謡

曲
摂
取
が
、記
憶
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、特
定
で
き
る
謡
本
を
忠
実
に
使
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
僅
か
な
が
ら
見
ら
れ
る
差
違
は
、
記
憶
間
違

い
な
ど
で
は
な
く
、
意
図
的
な
改
変
で
あ
る
と
言
え
る
。
今
後
は
、
こ
う
し

た
差
違
が
何
故
あ
る
の
か
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

と
こ
ろ
で
、
謡
曲
本
文
を
そ
の
ま
ま
に
浄
瑠
璃
に
取
り
込
ん
で
、
節
も
謡

調
で
加
賀
掾
が
語
っ
た
時
、
舞
台
上
で
は
人
形
は
ど
の
よ
う
な
所
作
を
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
つ
て
の
能
操
り
の
よ
う
に
、
能
を
彷
彿
と
さ
せ
る

所
作
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
は
、
舞
台
上

の
様
子
を
ど
れ
ほ
ど
写
し
て
い
る
の
か
不
確
か
で
あ
る
絵
入
本
の
挿
絵
を
除

く
と
、
手
掛
か
り
と
な
る
資
料
は
あ
ま
り
に
少
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
先

述
し
た
謡
曲
摂
取
部
分
に
見
ら
れ
る
謡
本
本
文
と
の
僅
か
な
差
違
か
ら
、
舞

台
上
の
演
出
を
示
唆
す
る
点
を
見
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

　

本
校
で
は
、
既
に
田
草
川
氏
に
よ
り
詳
細
な
本
文
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る注
注

『
う
し
わ
か
虎
之
巻
』
を
取
り
上
げ
、
謡
曲
本
文
と
異
な
る
部
分
か
ら
、
道

成
寺
鐘
入
り
の
演
出
を
推
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
世
芸
能
に
お
け
る
道
成
寺
の
演
出

―
―
宇
治
加
賀
掾
古
浄
瑠
璃
『
う
し
わ
か
虎
之
巻
』
鐘
入
を
中
心
に
―
―

川　
　

端　
　

咲　
　

子
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二
、
近
世
の
道
成
寺
物
に
お
け
る
道
成
寺
鐘
入
り
の
段
の
演
出

　

能
の
「
道
成
寺
」
を
取
り
入
れ
た
近
世
の
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
は
数
多
く
あ

り
、
そ
れ
ら
は
「
道
成
寺
物
」
と
総
称
さ
れ
る
。
取
り
入
れ
方
と
し
て
は
、

①
「
京
鹿
子
娘
道
成
寺
」
を
代
表
と
す
る
能
の
「
道
成
寺
」
を
舞
踊
化
し
た

も
の
、
②
一
つ
の
劇
の
中
に
能
の
「
道
成
寺
」
を
取
り
込
ん
だ
も
の
、
③
能

の
「
道
成
寺
」
の
背
景
に
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
道
成
寺
縁
起
」
を
近
世
的
に

劇
化
し
た
も
の
に
わ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
③
に
は
、
末
尾
に
能
の
「
道

成
寺
」
が
付
け
足
さ
れ
て
い
る
場
合
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
ち
な
み
に
、
加

賀
掾
に
は
複
数
の
道
成
寺
物
が
あ
る
が
、「
道
成
寺
縁
起
」
そ
の
も
の
を
劇

化
し
た
浄
瑠
璃
は
な
い
。

　

①
は
少
し
異
質
で
あ
る
た
め
今
回
は
保
留
す
る
。
②
③
の
道
成
寺
物
で

は
、「
鐘
入
り
」
の
部
分
の
演
出
に
つ
い
て
、
歌
舞
伎
の
場
合
は
軽
業
芸
と
の
、

人
形
浄
瑠
璃
の
場
合
は
か
ら
く
り
と
の
関
連
で
考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
。
特

に
鐘
か
ら
大
蛇
と
な
っ
た
女
が
出
て
く
る
場
面
の
演
出
に
つ
い
て
は
、
沖
縄

の
組
踊
「
執
心
鐘
入
」
と
の
関
連
か
ら
の
考
察
が
さ
れ
て
い
る注
注

。

　

ま
ず
は
、
先
行
研
究
に
拠
り
な
が
ら
、
近
世
初
期
の
「
道
成
寺
物
」
を
概

観
し
て
お
く注
注

。

万
治
二
年
九
月
十
四
日	

浄�

瑠
璃
「
ご
す
い
で
ん
」
の
間
狂
言
に
「
か

ね
ま
き
」

�

（『
松
平
大
和
守
日
記
』）

延
宝
三
年
五
月
十
三
日	�



歌
舞
伎
役
者
を
呼
び
七
演
目
上
演
。
四
番
目

に
「
道
成
寺
」
今
井
久
米
之
助 

他

�

（『
松
平
大
和
守
日
記
』）

延
宝
四
年	

宇
治
加
賀
掾
浄
瑠
璃
『
う
し
わ
か
虎
之
巻
』

天
和
三
年
以
前	

宇
治
加
賀
掾
浄
瑠
璃
『
京
わ
ら
ん
べ
』

貞
享
四
年
三
月
二
十
一
日	�



操
芝
居
の
間
狂
言
に
「
か
ね
巻
」「
執
心
道
成

寺
」（『
松
平
大
和
守
日
記
』）

※
『
松
平
大
和
守
日
記
』
に
は
こ
の
他
、
複
数
「
道
成
寺
」
関
連
演
目
あ
り

元
禄
五
年	�

（
役
者
評
判
記
『
役
者
大
鑑
合
彩
』
京
巻  

上

村
今
吉
彌
評
）

元
禄
七
年	

歌
舞
伎�

『
日
本
阿
闍
世
太
子
』（
大
坂
岩
井
座
）

	�


最
後
に
「
御
能
道
成
寺
」
太
夫　

坂
東
又
太

郎
ワ
キ　

岡
田
左
馬
介

元
禄
十
二
年
夏	

歌
舞
伎�

『
男
道
成
寺
蚊
帳
の
段
』

�

（
京
山
下
半
左
衛
門
座
）

元
禄
十
三
年	

歌
舞
伎�

『
金
平
六
條
通
』（
江
戸
中
村
座
）

�

大
切
に
二
世
市
川
團
十
郎
の
釣
鐘
引
の
所
作
事
、

�

沢
村
小
伝
次
「
道
成
寺
」
の
所
作　
　
　
　
　
　

元
禄
十
四
年
七
月	

歌
舞
伎�

『
三
世
道
成
寺
』（
江
戸
森
田
座
）

元
禄
十
四
年
秋	

歌
舞
伎�

『
三
世
道
成
寺
の
後
日
』（
江
戸
森
田
座
）

元
禄
十
五
年	

歌
舞
伎�

『
道
成
寺
』（
江
戸
山
村
座
）

宝
永
元
年
三
月	

歌
舞
伎�

『
白
山
後
日
加
賀
国
美
女
窟
』

	�


（
京
早
雲
長
太
夫
座
）

	

切
に
筒
井
吉
十
郎
の
「
道
成
寺
」

宝
永
二
年
顔
見
せ	�



近
松
門
左
衛
門
作
浄
瑠
璃
『
用
明
天
王
職
人
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鑑
』（
大
坂
竹
本
座
）

宝
永
五
年	�



土
佐
少
掾
浄
瑠
璃
『
定
家
』（
江
戸
）

宝
永
七
年	�



組
踊
「
執
心
鐘
入
」
制
作
者
の
玉
城
朝
薫
が

江
戸
へ

正
徳
二
年	

歌
舞
伎�

『
加
州
桜
谷
血
達
磨
』（
京
布
袋
屋
座
）

	

※
享
保
二
年
三
月
都
万
太
夫
座
再
演

　

右
に
挙
げ
た
「
道
成
寺
物
」
の
中
か
ら
、鐘
入
り
（
正
確
に
は
「
鐘
出
」
か
）

の
部
分
の
演
出
が
わ
か
っ
て
い
る
も
の
を
二
、三
取
り
上
げ
て
述
べ
る
と
以

下
の
よ
う
で
あ
る
。

　

元
禄
十
四
年
上
演
の
『
三
世
道
成
寺
』
は
、
絵
入
狂
言
本
の
挿
絵
に
、
鐘

が
上
が
る
と
、
下
半
身
が
蛇
体
と
な
っ
た
女
が
宙
づ
り
と
な
っ
た
鐘
か
ら
上

半
身
を
出
す
姿
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
１
）。
こ
れ
は
、
組
踊
「
執
心
鐘
入
」

に
見
ら
れ
る
演
出
で
あ
り
、
武
井
協
三
氏
は
組
踊
の
作
者
玉
城
朝
薫
が
参
考

と
し
た
の
は
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
能
「
道
成
寺
」
だ
け
で
は
な
く
、『
三

世
道
成
寺
』
の
よ
う
な
演
出
を
伴
う
歌
舞
伎
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘

さ
れ
て
い
る注
注

。

　

組
踊
と
の
関
連
で
は
、
宙
づ
り
に
な
っ
た
鐘
か
ら
蛇
体
と
な
っ
た
女
が
上

半
身
を
出
す
と
い
う
演
出
は
、
竹
田
か
ら
く
り
の
演
目
に
も
あ
る
こ
と
、
玉

城
朝
薫
一
行
は
大
坂
で
竹
田
か
ら
く
り
を
観
て
い
る
こ
と
が
山
田
和
人
氏
に

よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る注
注

。
山
田
氏
は
、
か
ら
く
り
だ
け
で
は
な
く
軽
業
に

お
い
て
も
同
様
の
演
出
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。

　

宝
永
二
年
上
演
の
『
用
命
天
王
職
人
鑑
』
に
つ
い
て
は
、
見
返
し
に
描
か

れ
た
舞
台
図
を
元
に
、
鐘
入
り
の
段
に
様
々
な
か
ら
く
り
が
展
開
し
て
い
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る注
注

。

　

宝
永
五
年
上
演
の
土
佐
掾
の
浄
瑠
璃
『
定
家
』
第
五
で
は
、
登
場
人
物
を

藤
原
定
家
と
野
分
御
前
に
置
き
換
え
、
場
所
も
駿
河
に
移
し
た
上
で
、
能

「
道
成
寺
」
同
様
の

物
語
が
展
開
す
る
。

絵
入
本
の
挿
絵
に

は
、
下
半
身
が
蛇

体
と
な
っ
た
野
分

御
前
が
、
つ
り
上

げ
ら
れ
た
鐘
か
ら

上
半
身
を
出
す
姿

が
描
か
れ
て
い
る

（図３）『定家』
（『土佐浄瑠璃正本集』第一より引用）

 （図1）『三世道成寺』
（『元禄歌舞伎傑作集』上より引用）

 （図2）『花栬末広扇』
（『パリ国立図書館蔵古浄瑠璃集』より引用）
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（
図
３
）。

　

正
徳
二
年
上
演
の
歌
舞
伎
『
加
州
桜
谷
血
達
磨
』
で
は
、劇
中
で
能
の
「
道

成
寺
」
が
上
演
さ
れ
る
。

　
　

�
桜
が
谷
の
後
室
は
、
姉
君
春
姫
を
奥
右
衛
門
が
弟
奥
三
郎
御
供
申
し
座

敷
へ
出
る
。
毎
年
の
祝
儀
の
御
能
道
成
寺
、
小
鼓
は
妹
君
清
姫
、
大
皷

は
家
老
桐
山
衛
門
之
介
、
太
鼓
は
惣
領
主
膳
様
、
僧
ワ
キ
は
腰
元
衆
、

太
夫
は
久
米
之
介
、
白
拍
子
の
舞
、
鐘
入
り
の
所
作
大
出
来
〳
〵
と
、

一
家
中
見
物
の
掛
声
、
能
果
つ
れ

ば
、
役
人
皆
々
休
息
し
た
り
け
る
。

こ
の
部
分
は
、
絵
入
狂
言
本
に
挿

絵
が
あ
る
（
図
４
）。
能
舞
台
と

思
わ
れ
る
舞
台
の
上
に
、
小
鼓
・

大
鼓
・
太
鼓
の
囃
方
が
並
び
、
三

人
の
僧
（
ワ
キ
）
が
数
珠
を
押
し

も
む
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
笛
は

描
か
れ
て
い
な
い
。
本
文
に
も
笛

の
記
述
が
な
い
。
笛
な
し
と
は
考

え
ら
れ
な
い
が
、
舞
台
上
で
笛
を
吹
く
こ
と
が
で
き
る
役
者
が
い
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
舞
台
後
方
に
は
鐘
楼
が
あ
り
、
鐘
が
吊
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
鐘
の
撞
木
に
足
を
搦
め
て
上
半
身
を
鐘
か
ら
出
す
よ
う
な
姿
勢
で
般

若
の
面
を
つ
け
た
シ
テ
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
絵
入
狂
言
本
の
挿
絵
が
ど

れ
だ
け
実
際
の
舞
台
を
反
映
し
て
い
る
か
は
、
個
々
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
軽
業
芸
は
、
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
描
か
れ

た
と
考
え
て
よ
い
。
本
来
の
能
の
舞
台
に
は
な
い
鐘
楼
が
舞
台
上
に
あ
る
の

は
、
軽
業
に
は
撞
木
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
為
に
は
鐘
楼
を
組
ま
ざ
る
え
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
シ
テ
を
勤
め
た
の
は
榊
山
四
郎
太
郎
で
あ

る
。
榊
山
姓
の
役
者
は
、
軽
業
が
得
意
で
、
四
郎
太
郎
は
『
加
州
桜
谷
血
達

磨
』
の
後
半
で
も
い
く
つ
か
の
軽
業
芸
を
舞
台
上
で
披
露
し
て
お
り
、
そ
れ

が
挿
絵
に
描
か
れ
て
い
る
。『
加
州
桜
谷
血
達
磨
』
は
、
享
保
二
年
に
再
演

さ
れ
る
が
、こ
の
時
も
四
郎
太
郎
（
改
名
し
て
二
代
目
榊
山
小
四
郎
）
が
「
道

成
寺
」
の
シ
テ
を
勤
め
て
、
軽
業
芸
を
披
露
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、『
役

者
全
書
』（
安
永
三
年
刊
）
に
は
、「（
道
成
寺
を
）
略
し
て
舞
ふ
は
元
祖
榊

山
小
四
郎
に
始
り
後
の
小
四
郎
軽
業
に
て
な
す
と
い
ふ
」
と
い
う
記
述
が
あ

る
。「
後
の
小
四
郎
」
す
な
わ
ち
こ
の
四
郎
太
郎
で
あ
る
。

　

元
禄
五
年
の
役
者
評
判
記
『
役
者
大
鑑
合
彩
』
の
上
村
今
吉
彌
の
評
に

は
「
か
る
い
事
。
道
成
寺
の
お
ん
り
や
う
な
ど
ふ
し
ぎ
に
其
妙
を
ゑ
た
り
。」

と
あ
る
。
ど
の
演
目
に
対
す
る
評
で
あ
る
か
は
定
か
で
な
い
が
、「
か
る
い

事
」と
し
て「
道

成
寺
の
お
ん
り

や
う
」
が
例
に

挙
が
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
上

村
吉
彌
演
じ
る

「
道
成
寺
」
に

も
、『
三
世
道

成
寺
』
や
『
加

 （図5）『だうじやうじ物語』
（慶應義塾大学付属図蔵書館）

 （図4）『加州桜谷血達磨』
（東京芸術大学付属図書館蔵絵入狂言本）
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州
桜
谷
血
達
磨
』
な
ど
と
同
様
の

軽
業
芸
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
て
い
る
。

　
「
道
成
寺
」
に
か
ら
く
り
や
軽

業
芸
が
付
加
さ
れ
る
の
は
、
ど
こ

ま
で
遡
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。

歌
舞
伎
の
「
道
成
寺
物
」
の
古
い

記
録
は
、『
松
平
大
和
守
日
記
』

万
治
二
年
の
操
芝
居
の
間
狂
言
の

「
か
ね
ま
き
」
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
そ
こ
に
は
、
演
目
名
は
あ
っ
て

も
演
出
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
芸
能
の
資
料
で

は
な
い
が
、
宙
づ
り
の
鐘
か
ら
上

半
身
を
出
す
蛇
体
の
女
の
姿
を
描

い
た
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
万
治
三
年
に
ひ
し
や
瀬
兵
衛
か
ら
刊
行
さ
れ

た
仮
名
草
子
『
だ
う
じ
や
う
じ
物
語
』
で
あ
る
（
図
５
）。

　
『
だ
う
じ
や
う
じ
物
語
』
は
、
上
中
下
三
巻
か
ら
な
る
。
上
巻
は
鞍
馬
山

の
安
珍
が
熊
野
参
詣
を
思
い
立
ち
、
京
都
か
ら
牟
呂
郡
ま
で
行
く
道
行
が
つ

づ
ら
れ
る
。
中
巻
は
『
大
日
本
法
華
験
記
』
か
ら
始
ま
り
、『
道
成
寺
縁
起

絵
巻
』
に
至
る
い
わ
ゆ
る
「
道
成
寺
縁
起
」
の
物
語
、下
巻
は
能
「
道
成
寺
」

の
物
語
化
で
、
末
尾
に
法
華
経
の
功
徳
で
安
珍
と
女
が
そ
れ
ぞ
れ
忉
利
天
と

都
卒
天
に
成
仏
す
る
話
と
法
華
経
の
功
徳
を
説
く
言
葉
が
付
加
さ
れ
て
終
わ

る
。「
道
成
寺
縁
起
」
で
語
ら
れ
る
後
日
譚
で
あ
る
二
人
の
成
仏
と
、
同
じ

く
後
日
譚
で
あ
る
能
「
道
成
寺
」
が
時
系
列
を
整
え
、
一
つ
の
物
語
の
中
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
上
巻
に
関
し
て
は
、
本
文
・
挿
絵
と
も
に

先
行
す
る
『
京
童
』
の
摂
取
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る注
注

。
中
巻

の
挿
絵
に
関
し
て
は
、
一
連
の
「
道
成
寺
縁
起
絵
巻
」
を
利
用
し
た
痕
跡
は

見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
が
『
だ
う
じ
や
う
じ
物
語
』
独
自
の
も
の
で
あ
る
の
か
、

あ
る
い
は
典
拠
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
未
詳
で
あ
る
。
下

巻
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
謡
曲
の
本
文
を
摂
取
し
つ
つ
、
独
自
の
展
開
を
し

て
い
る
。
挿
絵
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、
中
巻
同
様
未
詳
で
あ
る
。
た
だ
、
中

巻
と
下
巻
で
現
れ
る
蛇
体
と
な
っ
た
女
の
描
き
方
は
、
か
な
り
特
殊
で
あ
る

こ
と
は
指
摘
で
き
る
。蛇
体
の
女
の
姿
は
、中
巻
で
は
日
高
川
を
蛇
体
と
な
っ

て
渡
る
と
こ
ろ
（
図
６
）
と
、
道
成
寺
で
龍
頭
を
銜
え
て
鐘
に
巻
き
付
き
安

珍
を
焼
き
殺
す
と
こ
ろ
（
図
７
）
が
、
下
巻
で
は
図
５
に
挙
げ
た
鐘
か
ら
上

半
身
を
出
し
た
と
こ
ろ
と
、
道
成
寺
の
僧
の
夢
枕
に
現
れ
た
と
こ
ろ
（
図

８
）
に
描
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
蛇
体
と
な
っ
た
女
の
顔
は
、
あ
た
か
も

（図6）『だうじやうじ物語』
（慶應義塾大学付属図蔵書館蔵）

（図7）『だうじやうじ物語』
（慶應義塾大学付属図蔵書館蔵）

（図8）『だうじやうじ物語』
（慶應義塾大学付属図書館蔵）
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般
若
の
面
を
付
け
た
か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
図
８
で
蛇
体

と
な
っ
た
安
珍
と
並
ん
で
い
る
女
の
姿
か
ら
、
そ
の
特
異
性
が
如
実
に
見
え

る
で
あ
ろ
う
。
隣
の
安
珍
は
、「
道
成
寺
縁
起
絵
巻
」
に
描
か
れ
る
よ
う
に
、

全
身
蛇
体
（
む
し
ろ
龍
体
か
）
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
般
若
の
面
を
付
け

た
よ
う
な
女
の
描
き
方
は
、
寡
聞
に
し
て
『
だ
う
じ
や
う
じ
物
語
』
以
前
の

文
献
に
は
見
つ
け
て
い
な
い
の
だ
が
、『
だ
う
じ
や
う
じ
物
語
』
以
後
で
あ

れ
ば
、先
に
挙
げ
た
図
２
・
３
や
次
に
挙
げ
る
『
う
し
わ
か
虎
之
巻
』（
図
９
）

に
共
通
し
て
い
る
。

　

さ
て
こ
の
蛇
体
と
な
っ
た
女
が
鐘
か
ら
上
半
身
を
出
す
姿
は
、『
だ
う
じ

や
う
じ
物
語
』
の
作
者
に
よ
る
創
作
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
以
下
に
こ

の
挿
絵
に
該
当
す
る
『
だ
う
じ
や
う
じ
物
語
』
の
本
文
を
挙
げ
る
。

　
　

�

あ
ま
り
に
つ
よ
く
い
の
ら
れ
て
つ
か
ね
ど
、
此
か
ね
ひ
ゞ
き
出
。
ひ
か

ね
ど
、
此
か
ね
を
ど
る
と
ぞ
み
え
し
。
ほ
ど
な
く
、
し
ゆ
ろ
う
に
引
あ

げ
け
れ
ば
。
じ
や
た
い
の
か
た
ち
は
あ
ら
は
れ
た
り
。
ぎ
や
う
じ
や
、

い
よ
〳
〵
ち
か
ら
を
え
て
。（
中
略
）
い
の
り
い
の
ら
れ
、
か
つ
は
と

ま
ろ
ぶ
が
。
ま
た
お
き
あ
か
り
て
、
あ
ら
う
ら
め
し
や
と
。
か
ね
に
む

か
つ
て
つ
く
い
き
は
。み
や
う
く
は
と
な
り
て
、し
ゆ
ろ
う
に
も
ゆ
る
を
。

こ
の
部
分
は
、
ほ
と
ん
ど
能
「
道
成
寺
」
を
利
用
し
て
お
り
、
蛇
体
の
女
の

上
半
身
が
鐘
か
ら
出
る
と
い
う
動
き
を
示
唆
す
る
文
言
は
全
く
な
い
。
に
も

関
わ
ら
ず
、
挿
絵
は
図
５
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、『
だ

う
じ
や
う
じ
物
語
』
成
立
以
前
に
、
何
ら
か
の
形
で
す
で
に
女
が
鐘
か
ら
上

半
身
を
出
す
姿
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
『
だ
う
じ
や
う
じ
物
語
』
で
は
、
蛇
体
と
な
っ
た
女
の
姿
は
、
甚
だ
演
劇

的
な
描
き
方
と
な
っ
て
い
る
。
能
の
「
道
成
寺
」
の
演
出
に
こ
う
し
た
鐘
か

ら
上
半
身
を
出
す
軽
業
め
い
た
所
作
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
一
方
、

時
代
は
下
る
が
、
元
禄
頃
の
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
で
は
、
蛇
体
と
な
っ
た
女
が

鐘
か
ら
上
半
身
を
出
す
演
出
が
上
方
・
江
戸
に
限
ら
ず
複
数
の
作
品
で
行
わ

れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、『
だ
う
じ
や
う
じ
物
語
』
刊

行
の
万
治
三
年
以
前
に
、
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
あ
る
い
は
そ
の
他
の
近
世
芸
能

に
お注
注

い
て
、
鐘
が
上
が
る
と
鐘
の
中
か
ら
蛇
体
と
な
っ
た
女
の
上
半
身
が
現

れ
る
と
い
う
演
出
が
す
で
に
行
わ
れ
て
お
り
、『
だ
う
じ
や
う
じ
物
語
』
の

挿
絵
は
そ
れ
に
依
拠
し
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

      

三
、『
う
し
わ
か
虎
之
巻
』
に
つ
い
て

　

宇
治
加
賀
掾
の
古
浄
瑠
璃
『
う
し
わ
か
虎
之
巻
』
は
、
延
宝
四
年
十
一
月

山
本
九
兵
衛
刊
の
絵
入
十
六
行
本
が
現
存
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
同
年
九
月

刊
の
『
遊
屋
物
語
付
タ
リ
牛
若
兵
法
之
恋
慕
』（
以
下
『
遊
屋
物
語
』）
の
続

編
と
な
る
。『
遊
屋
物
語
』
は
、
鬼
一
法
眼
の
娘
桂
の
前
と
恋
仲
に
な
っ
た

牛
若
が
、
彼
女
の
手
引
き
で
虎
之
巻
を
手
に
入
れ
、
共
に
熊
野
の
鈴
木
庄
司

の
元
へ
と
身
を
寄
せ
、
熊
野
権
現
に
誓
紙
を
捧
げ
る
と
こ
ろ
ま
で
の
物
語
で

あ
る
。
続
編
の
『
う
し
わ
か
虎
之
巻
』
で
は
、
平
家
方
の
追
っ
手
が
熊
野
ま

で
来
た
た
め
、
鈴
木
庄
司
の
息
子
と
娘
が
牛
若
と
桂
の
前
の
身
替
わ
り
と
な

り
、
牛
若
と
桂
の
前
は
湯
浅
の
庄
司
の
元
へ
と
逃
れ
る
。
桂
の
前
は
諸
々
の

辛
苦
が
原
因
と
な
っ
て
病
の
床
に
伏
し
、
遂
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。
桂
の
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前
を
道
成
寺
に
葬
っ
た
牛
若
は
、
道
成
寺
の
鐘
に
纏
わ
る
物
語
（
道
成
寺
縁

起
）
を
道
成
寺
の
僧
か
ら
聞
き
、
桂
の
前
追
善
の
た
め
に
鐘
を
再
建
す
る
こ

と
に
す
る
。
鐘
の
供
養
の
場
に
白
拍
子
が
現
れ
て
、
以
下
能
の
「
道
成
寺
」

を
そ
の
ま
ま
摂
取
し
た
展
開
と
な
る
。
最
後
は
女
の
執
心
は
成
仏
し
「
源
氏

の
御
門
出
す
へ
は
ん
じ
や
う
共
な
か
〳
〵
申
計
は
な
か
り
け
れ
」
で
終
わ
る
。

「
道
成
寺
物
」
と
し
て
は
、
一
つ
の
劇
の
中
に
能
「
道
成
寺
」
を
取
り
込
ん

だ
形
態
で
あ
る
。
人
形
が
演
じ
る
の
で
中
入
は
必
要
な
い
た
め
か
、
能
で
は

中
入
で
ワ
キ
僧
が
語
る
道
成
寺
の
鐘
の
由
来
を
冒
頭
で
語
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。

　

さ
て
、
こ
の
浄
瑠
璃
に
つ
い
て
は
前
掲
の
田
草
川
氏
の
論
文
に
お
い
て
、

加
賀
掾
が
依
拠
し
た
（
と
一
応
し
て
お
く
が
、「
作
者
が
」
と
す
べ
き
か
も

し
れ
な
い
）
謡
本
が
上
掛
の
筆
写
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
謡
本
と
は
異
な
る
部
分
を
二
箇
所
挙
げ
る
。（
網

掛
部
は
謡
本
と
同
文
）

　
　

�

Ａ
う
れ
し
や
さ
ら
ば
ま
は
ん
と
て
あ
れ
に
ま
し
ま
す
み
や
人
の
ゑ
ぼ

し
を
し
ば
し
か
り
に
き
て
す
で
に
ひ
や
う
し
を
す
ゝ
め
け
り　

花
に

だ
に
〳
〵
風
の
さ
は
り
は
あ
る
物
を
人
の
心
の
か
は
り
か
は
る
も
た
う

り
。
と
は
思
へ
と
も
ふ
つ
と
か
ね
う
ち
や
め
ん
と
す
れ
と
す
て
ら
れ
も

せ
ず　

心
な
が
ら
の
う
き
な
を
な
が
す
名
を
な
か
す　

道
成
の
卿
承
り

初
て
か
ら
ん
た
ち
花
の
み
ち
成
こ
う
ぎ
や
う
の
寺
な
れ
ば

　
「
花
に
だ
に
…
名
を
な
か
す
」
の
部
分
は
、
能
で
は
「
花
の
ほ
か
に
は
松

ば
か
り
」
の
一
節
が
あ
り
、
乱
拍
子
が
始
ま
る
部
分
に
あ
た
る
。
浄
瑠
璃
で

は
「
花
に
だ
に
」
の
所
に
「
う
た
」
と
文
字
譜
が
付
き
、
こ
の
後
の
「
み
ち

成
こ
う
ぎ
や
う
の
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
「
う
た
い
」
と
文
字
譜
が
付
く
。
こ

の
部
分
の
改
変
は
、
浄
瑠
璃
に
乱
拍
子
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
と

関
連
す
る
。
能
の
「
道
成
寺
」
で
は
重
要
な
箇
所
で
あ
る
乱
拍
子
で
あ
る
が
、

当
時
の
一
人
遣
い
の
人
形
で
、
観
客
を
飽
き
さ
せ
る
こ
と
な
く
能
の
通
り
の

乱
拍
子
を
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
三
人
遣
い
の
時
代
に

な
る
と
、
同
じ
よ
う
に
能
「
道
成
寺
」
を
劇
中
に
取
り
入
れ
た
浄
瑠
璃
『
道

成
寺
現
在
鱗
』
や
、『
恋
女
房
染
分
手
綱
』
な
ど
で
は
、
人
形
に
よ
る
乱
拍

子
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
評
判
に
な
っ
て
い
る
。
乱
拍
子
の
有
無
に
つ
い
て
は

も
う
少
し
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
近
世
歌
謡
風
の
一
節
を
挿
入
し

た
の
は
、
能
の
乱
拍
子
の
変
わ
り
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
お
く
。

　
　

�

Ｂ
ひ
か
ね
ど
此
か
ね
を
ど
る
と
ぞ
み
へ
し　

程
な
く
し
ゆ
ろ
う
に
引
上

た
り　

あａ
　
　れ

み
よ
じ
や
た
い
は
あ
ら
は
れ
た
り
（
中
略
）
い
づ
く
に
大

じ
や
の
有
べ
き
そ
と
祈
り
祈
ら
れ
か
つ
ば
と
ま
ろ
ぶ
か　

又
お
き
あ
が

つ
て
忽
に　

かｂ
　
　ね
の
内
へ
そ
入
に
け
る

　
　

�　

しｃ
　
　は

ら
く
有
て
た
け
は
た
ひ
ろ
の
大
じ
や
と
也　

し
ゆ
ろ
う
の
内
よ

り
出
け
る
が
行
法
力
の
く
り
き
に
や　

大ｄ
　
　し
大
ひ
の
く
は
ん
ぜ
を
ん
り

う
つ
に
げ
ん
し
給
ひ
つ
ゝ
大
し
や
も
共
に
成
仏
し
く
も
ゐ
は
る
か
に
上

ら
る
　ゝ

是
も
源
氏
の
御
門
出
す
へ
は
ん
じ
や
う
共
な
か
〳
〵
申
計
は

な
か
り
け
れ
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Ｂ
は
白
拍
子

が
舞
の
最
中
に

鐘
の
中
に
飛
び

込
み
鐘
が
落
ち

た
後
、
道
成
寺

の
僧
の
祈
り
に

よ
っ
て
鐘
が
上

が
り
、
中
か
ら

蛇
体
が
現
れ
、
僧
達
に
祈
り
伏
せ
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。
中
略
し
た
の
は
僧

の
祈
り
の
言
葉
で
あ
り
、
そ
こ
は
能
と
全
く
同
文
で
あ
る
。『
う
し
わ
か
虎

之
巻
』
の
挿
絵
に
は
こ
の
部
分
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
９
）。
鐘
の
前
に
は
、

手
に
杖
を
持
ち
、
上
着
は
肌
脱
ぎ
を
し
て
腰
で
纏
め
、
鱗
模
様
の
小
袖
を
着

た
女
が
い
る
。
小
袖
の
裾
に
は
足
が
見
え
る
。
顔
の
部
分
は
汚
れ
て
い
て
見

に
く
い
が
、
般
若
の
面
を
付
け
た
よ
う
な
姿
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認

で
き
る
。
こ
れ
は
、
先
に
指
摘
し
た
通
り
、
能
の
「
道
成
寺
」
の
後
ジ
テ
の

姿
に
近
い
と
い
え
る
。
網
掛
部
の
最
後
か
ら
先
、
能
で
は
「
鐘
に
向
つ
て
つ

く
息
は
妙
火
と
な
つ
て
そ
の
身
を
焼
く　

ひ
た
か
の
川
波　

深
淵
に
飛
ん
で

ぞ
入
り
に
け
る
」
と
な
り
後
ジ
テ
は
退
場
す
る
。

　

一
方
『
う
し
わ
か
虎
之
巻
』
で
は
、
網
掛
け
以
後
末
尾
ま
で
は
能
の
本
文

か
ら
は
大
き
く
離
れ
て
、
浄
瑠
璃
独
自
の
本
文
が
展
開
し
て
い
く
。
Ｂ
の
本

文
の
二
重
傍
線
部
を
追
っ
て
、
浄
瑠
璃
で
の
蛇
体
の
動
き
を
確
認
す
る
と
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
ａ
僧
達
の
祈
り
に
よ
り
鐘
か
ら
蛇
体
が
現
れ
る
。

　
　

ｂ
祈
り
伏
せ
ら
れ
た
蛇
体
は
再
び
鐘
の
中
へ
と
入
る
。

　
　
ｃ
暫
く
し
て
二
十
尋
の
大
蛇
と
な
っ
て
鐘
楼
か
ら
姿
を
現
す
。

　
　

ｄ�

鐘
の
龍
頭
に
観
世
音
が
姿
を
現
し
、
大
蛇
は
観
世
音
と
共
に
「
雲
居

遙
か
」
へ
と
飛
び
去
る
。

蛇
体
と
な
っ
た
女
の
姿
は
、
ａ
で
鐘
か
ら
現
れ
た
時
は
、
挿
絵
に
あ
る
通
り

能
の
後
ジ
テ
に
近
い
姿
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
僧
達
に
祈
り
伏
せ
ら
れ
て
再

度
鐘
に
入
り
、
ｃ
で
再
び
姿
を
出
し
た
と
き
、
今
度
は
「
二
十
尋
の
大
蛇
」

の
姿
に
変
わ
っ
て
現
れ
た
と
読
め
る
。
現
れ
た
の
は
、
完
全
な
大
蛇
の
姿
で

あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
二
章
で
見
て
き
た
よ
う
な
上
半
身
は
鬼
女
の
姿
で

あ
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
。
鐘
の
前
に
い
た
女
が
宙
に
上
が
っ
て
、
つ
ら
れ

て
い
る
鐘
の
中
に
入
り
、
し
ば
ら
く
し
て
鐘
か
ら
大
蛇
の
姿
で
現
れ
る
と
い

う
こ
の
部
分
は
、「
は
な
れ
か
ら
く
り
」
を
駆
使
し
た
目
を
奪
う
演
出
が
あ
っ

た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
そ
し
て
再
度
鐘
か
ら
現
れ
る
時
は
、
二
で
見
て
き

た
よ
う
な
つ
り
下
が
っ
た
鐘
か
ら
上
半
身
を
出
し
た
形
だ
っ
た
と
考
え
て
い

い
の
で
は
な
い
か
。
最
後
に
ｄ
で
観
音
と
共
に
飛
び
去
る
と
き
は
、
大
蛇
の

姿
の
ま
ま
か
あ
る
い
は
元
の
女
の
姿
に
戻
っ
て
な
の
か
、
こ
こ
に
つ
い
て
は

挿
絵
は
も
ち
ろ
ん
本
文
か
ら
も
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
再
度
元

の
女
に
姿
を
変
え
て
観
客
を
驚
か
せ
た
可
能
性
が
あ
る
。
加
賀
掾
の
浄
瑠
璃

に
は
、
浄
瑠
璃
の
一
番
最
後
で
登
場
人
物
が
雲
居
遙
か
へ
と
姿
を
消
す
と
い

う
演
出
を
伴
う
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
例
え
ば
『
念
仏
往
生
記
』
で
は
、

第
五
段
末
尾
で
、
息
を
引
き
取
っ
た
法
然
上
人
は
、
来
迎
し
た
菩
薩
た
ち
と

共
に
雲
に
乗
り
極
楽
浄
土
へ
と
向
か
う
が
、
そ
の
途
中
で
そ
の
姿
が
勢
至
菩

薩
に
変
じ
た
と
あ
る
。
同
様
の
演
出
が
『
う
し
わ
か
虎
之
巻
』
で
も
見
ら
れ

（図9）『うしわか虎之巻』
（『古浄瑠璃正本集加賀掾編』第一より
引用）
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た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
ｃ
の
つ
り
下
が
っ
た
鐘
か
ら
蛇
体
が
現
れ
る
と
い
う
演
出
は
、

天
和
三
年
以
前
上
演
の
加
賀
掾
の
浄
瑠
璃
『
京
わ
ら
ん
べ
』
に
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
。『
京
わ
ら
ん
べ
』
第
三
「
み
ゐ
で
ら
も
の
ぐ
る
ひ
并
み
ち
ゆ
き

の
だ
ん
」
は
能
の
「
道
成
寺
」
と
「
三
井
寺
」
を
重
ね
合
わ
せ
て
利
用
し
た

浄
瑠
璃
で
あ
り注1
注

、
加
賀
掾
の
浄
瑠
璃
の
「
道
成
寺
物
」
の
一
つ
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
狂
乱
し
た
て
る
姫
が
三
井
寺
へ
た
ど
り
着
く
。

　
　

�

姫
は
し
ゆ
ろ
う
に
し
の
び
よ
り
。
思
へ
は
此
か
ね
う
ら
め
し
や
と
と
び

か
ゝ
ら
ん
と
し
給
へ
ば
り
う
づ
し
き
り
に
も
へ
あ
か
り
。
に
は
か
に
う

め
く
か
ね
の
を
と
山
も
ひ
ゞ
き
て
お
び
た
ゝ
し

三
井
寺
の
僧
達
が
登
場
し
、
姫
が
鐘
を
撞
く
の
を
止
め
よ
う
と
す
る
。
こ
こ

で
能
「
三
井
寺
」
が
利
用
さ
れ
る
。
姫
は
さ
ら
に
鐘
に
飛
び
付
こ
う
と
す
る
。

　
　

�

此
か
ね
の
こ
ゑ
ゆ
へ
に
し
ば
し
も
そ
は
ぬ
う
き
わ
か
れ
。
君
に
う
ら
み

は
な
け
れ
共
あ
だ
し
か
た
き
は
此
か
ね
よ
と
又
と
び
つ
か
ん
と
し
給
ふ

が
ま
こ
と
や
此
か
ね
は
。
り
う
ぐ
う
か
い
よ
り
出
け
る
と
の
其
し
る

し
あ
ら
は
れ
し
も

く
よ
り
す
さ
ま
し

き
。
は
く
じ
や
の

か
た
ち
お
ど
り
出

き
や
う
ち
よ
を
お

つ
た
て
お
ひ
ま
は

す
。
姫
も
い
か
れ

る
一
念
の
し
ん
ゐ

は
た
ゆ
ま
ず
す
き
を
み
て
。
と
び
か
ゝ
ら
ん
と
く
る
は
る
ゝ
い
き
ほ
ひ

こ
そ
は
お
そ
ろ
し
け
れ

す
る
と
鐘
を
守
護
す
る
白
蛇
が
鐘
の
中
か
ら
登
場
す
る
（
傍
線
部
）。
こ
の

場
面
は
絵
入
本
の
挿
絵
に
描
か
れ
て
い
る
（
図
10
）。
鐘
に
恨
み
を
持
ち
撞

こ
う
と
す
る
て
る
姫
と
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
姿
を
現
す
白
蛇
と
い
う
構
図

は
、「
道
成
寺
」
の
鐘
に
恨
み
を
持
つ
女
の
執
念
が
蛇
体
と
な
っ
て
鐘
か
ら

現
れ
、
周
り
に
い
る
僧
達
が
そ
れ
を
止
め
よ
う
と
す
る
と
い
う
展
開
を
反
転

し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
そ
の
挿
絵
に
は
、
つ
り
下
げ
ら
れ
た
鐘
の
鐘
木
か

ら
出
て
く
る
よ
う
に
し
て
龍
が
描
か
れ
、
説
明
書
き
に
は
「
し
も
く
大
じ
や

と
な
る
所
」
と
あ
る
。
鐘
か
ら
蛇
体
が
現
れ
る
の
と
は
少
し
異
な
る
が
、
こ

れ
も
近
世
初
期
か
ら
見
ら
れ
る
一
連
の
「
道
成
寺
物
」
の
演
出
の
変
形
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
絵
入
本
挿
絵
か
ら
『
京
わ
ら
ん
べ
』
に
似
た
演
出
が
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
の
加
賀
掾
の
一
座
は
、
つ
り

下
げ
ら
れ
た
鐘
か
ら
蛇
体
が
姿
を
現
す
か
ら
く
り
の
技
術
を
持
っ
て
お
り
、

『
う
し
わ
か
虎
之
巻
』
で
も
そ
れ
を
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。

　

山
田
和
人
氏
は
、竹
田
か
ら
く
り
の
「
道
成
寺
」
が
「
は
な
れ
か
ら
く
り
」

を
多
用
し
た
展
開
で
あ
っ
た
こ
と
を
絵
尽
の
分
析
か
ら
さ
れ
て
い
る
が注1
注

、
加

賀
掾
の
『
う
し
わ
か
虎
之
巻
』
末
尾
も
ま
た
、「
か
ら
く
り
」
を
多
用
し
た

演
出
が
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（図10）『京わらんべ』
（東京大学教養学部図書館蔵）
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四
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
近
世
芸
能
に
お
け
る
「
道
成
寺
物
」
の
鐘
か
ら
出
て
く
る
場
面
の

演
出
に
着
目
し
つ
つ
、
加
賀
掾
の
浄
瑠
璃
『
う
し
わ
か
虎
之
巻
』
の
演
出
に

つ
い
て
考
え
て
き
た
。
能
の
「
道
成
寺
」
で
は
、
乱
拍
子
―
序
の
舞
―
鐘
入

ま
で
が
、
演
じ
手
に
と
っ
て
も
（
お
そ
ら
く
観
客
に
と
っ
て
も
）
特
に
重
要

な
箇
所
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
舞
踊
を
除
く
近
世
芸
能
で
は
、
鐘
か

ら
出
て
く
る
と
こ
ろ
の
演
出
が
注
目
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
は
、
本
編
で
扱
っ
た
時
代
以
後
も
あ
る
程
度
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。『
道

成
寺
現
在
鱗
』（
寛
保
二
年
）
で
は
、
白
拍
子
が
鐘
に
入
る
が
、
出
て
く
る

の
は
勇
ま
し
い
武
者
で
あ
る
。『
恋
女
房
染
分
手
綱
』（
宝
暦
元
年
）で
は
、上
っ

た
鐘
か
ら
出
て
く
る
の
は
切
腹
し
た
シ
テ
で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
観
客
の
期

待
を
い
い
意
味
で
裏
切
る
演
出
で
あ
ろ
う
。
そ
の
始
ま
り
が
い
つ
で
、
何
を

元
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
残
る
が
、
少
な
く

と
も
万
治
三
年
の
『
だ
う
じ
や
う
じ
物
語
』
刊
行
以
前
か
ら
そ
う
し
た
演
出

が
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
延
宝
四
年
上
演
の
加
賀
掾

の
『
う
し
わ
か
虎
之
巻
』
は
、
近
世
芸
能
の
「
道
成
寺
物
」
で
そ
う
し
た
演

出
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
実
に
示
す
『
だ
う
じ
や
う
じ
物
語
』
に
次
ぐ

古
い
例
と
い
え
る
。

　
「
は
じ
め
に
」
で
、「
加
賀
掾
の
謡
曲
趣
味
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
。
加

賀
掾
が
謡
曲
本
文
を
浄
瑠
璃
に
そ
の
ま
ま
移
入
し
た
現
象
を
、
単
な
る
加
賀

掾
個
人
の「
趣
味
」と
評
価
す
る
段
階
だ
け
で
止
め
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。『
竹

豊
故
事
』
に
「
座
本
・
太
夫
・
名
代
…
」
と
書
か
れ
、
延
宝
か
ら
宝
永
ま
で

京
都
の
浄
瑠
璃
界
の
第
一
線
に
居
続
け
た
加
賀
掾
が
、
単
に
自
分
の
好
み
だ

け
で
、
浄
瑠
璃
の
中
に
謡
曲
の
丸
取
り
を
入
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ

に
は
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
、
喜
ぶ
観
客
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
な
お
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
加
賀
掾
の
浄
瑠
璃
に
謡
曲
の

丸
取
り
が
減
っ
て
い
く
の
も
、
観
客
の
嗜
好
の
変
化
と
関
連
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

　

ま
た
加
賀
掾
本
人
も
、
太
夫
と
し
て
謡
を
浄
瑠
璃
に
移
入
し
て
聴
か
せ
る

一
方
で
、
興
行
主
と
し
て
か
ら
く
り
な
ど
を
多
用
し
た
演
出
を
付
加
し
て
観

客
を
飽
き
さ
せ
な
い
展
開
を
心
が
け
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。『
う
し

わ
か
虎
之
巻
』
で
も
検
討
し
て
き
た
と
お
り
、
謡
曲
丸
取
り
の
後
は
、
近
世

ら
し
い
か
ら
く
り
多
様
の
演
出
が
展
開
し
て
い
た
。
同
様
に
謡
を
取
り
入
れ

て
い
る
初
期
の
浄
瑠
璃
の
『
遊
屋
物
語
』
や
『
江
州
石
山
寺
源
氏
供
養
』
も
、

謡
を
聴
か
せ
る
と
と
も
に
演
出
を
楽
し
ま
せ
る
工
夫
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
加
賀
掾
の
工
夫
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
う
少
し
検
討
を
続
け
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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